
（園・学校歯科 集団歯科保健指導） 

 

新型コロナウイルス感染から、自分を守り、子どもたちを守りましょう！ 

歯科講話を皆で楽しみましょう！ 

 

■ 自身の体調管理に努めましょう。 

体調不良(発熱・風邪症状・倦怠感・呼吸困難など)がある場合は交代する。 

 

■ 講話プログラムを検討しましょう。 

受講者と掛け合いをするような内容は、○×クイズ方式や挙手方式にし、声は出さ

せないようにする。 

うがい練習などでも受講者はマスクを外さない。 

歯みがき・うがい実技は飛沫感染を視野に入れ実施は慎重にする。 

 

■ 事前に園・学校と連絡をとり、クラス内の感染対策を確認しましょう。 

【推奨】 

講話者と受講者との距離は２ｍ離す様にする。 

なるべくクラス単位で実施する。（全クラスでホール、などは避ける） 

常時(最低 30 分に 1 回)換気を行う。 

広い会場では講話者専用のマイクを借りる。 

園・学校の感染対策方針があれば従う。 

＊事前連絡の時点で感染対策上懸念がある場合は、東衛会に相談する。 

 

■ 当日の感染対策を確認し、励行しましょう。 

（講話者） 

マスクを着用し、口もとを示したい場合はフェイスシールドを使う。 

（受講者） 

常時マスクを着用する。うがい練習などでも外さない。 

 

■ 今後につなげましょう。 

活動中に気になったことなどは、東衛会に報告する。 
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